






































協定（FTA: Free Trade Agreement）が構想され、（00（年 （ 月 （ 日に「経済
上の連携の強化に関する日本国とメキシコ合衆国との間の協定」いわゆる「日





















行記』（Viaje de la Comisión Astronómica Mexicana al Japón para observar 








ルテガ（Angel Núñez Ortega）が研究書 “Noticia histórica de las relaciones 






















lo secreto y separado））という日本側の提唱が決め手となり、（（（（年（明治
（（年）（（月（0日に米ワシントンにおいて、両国特命全権公使の間で「日墨修好
通商航海条約」（Tratado de Amistad, Comecio y Navegación entre México y 







































































































































（ ．バハ・カリフォルニア州には、メヒカリ日本人会（Asociación Japonesa 
de Mexicali）やメヒカリ日本語学園（Escuela Japonesa de Mexicali）など
（（団体が組織され、在留邦人は約（,0（（人にのぼった。
（ ．メキシコ中央部の連邦区（Distrito Federal, D. F.）および周辺各州に
は、墨都日本人会（Círculo Japonés de México）、メキシコ市日本人貿易組




会（Confederación de las Sociedades Regionales Japonesas del Nordeste de 




日本人会（Sociedad Japonesa de Coahuila）など（0団体が組織され、（（（家
族、（,（（（人が在留していた。
（ ．榎本殖民団が入植した南部のチアパス州およびベラクルス州には、エス
クィントラ日本人会（Sociedad Japonesa de Escuintla）、タパチュラ日本人
会（Sociedad Japonesa de Tapachula）さらにベラクルス日本人会（Socie-





































































































（0年代の主な進出企業は、住友商事（合弁会社 Cía Minera Autlán S.A. de 




ciera S.A.）の共同出資により、（（（（年 （ 月に「メキシコ豊田株式会社」
228
（12）


























































































念事業」が（（年 （ 月 （ 日から（（日にかけてメキシコ市およびチアパス州のタパ
チュラ市（同地には CASA DE LA CULTURA MÉXICO JAPONESA 日墨文







貿易協定（FTA: Free Trade Agreement）が提唱された。
経済関係では、自動車、精密機器、電子機器産業関連の企業の進出が顕著に
なり、アツギユニシア（Atsugi Mexicana S.A. de C.V.）、京セラ（AVIO Ex-
celente de Chihuahua S.A. de C.V.）、日本電気（NEC de México S.A.）、本田
技研工業（Honda de México S.A. de C.V.）、松下電器産業（Matsushita Indus-
trial de Baja California, S.A. de C.V.）、キャノン（Canon Business Machines 
de México S.A. de C.V.）、クラリオン（Electrónica Clarion S.A. de C.V.）、ミ
ツトヨ（Mitutoyo Mexicana S.A. de C.V.）、ヨロズ（Yorozu Mexicana S.A. 
de C.V. 自動車用サスペンション部品の製販）、キッツ（KITZ Corp. of México 
S.A. de C.V.）、日立マクセル（Maxell de México, S.A. de C.V.）など、現地法
人が（00社、進出企業（（（社が操業していた。
3 ．日墨経済連携協定（EPA）の締結とその意義






















れぞれ承認され、0（年 （ 月 （ 日に発効された。そして0（年に日墨交流（00周年
を迎えた翌（0年 （ 月（（日にメキシコのフェリペ・カルデロン（Felipe Calde-



























が独自に作成したテキスト「ミ・リブロ・デ・エスパニョール（Mi libro de 
español）」を用いたスペイン語教育、そして学院編集の教材『ビバ・メヒコ
（（』によるメキシコ理解学習を実践する「日本コース」と、メキシコ公教育省













た（（（）。さらに、（（年には州立グアダラハラ大学において “Semana Cultural de 
Japón”（日本文化週間―日墨（00周年記念祭典）が開催された（（（）。両国の大学
間でも学術研究交流が盛んに展開されている。メキシコ国立自治大学は附属機
関として「国立言語・言語学・翻訳学校」（Escuela Nacional de Lenguas, 
Lingüística y Traducción：ENALLT）を設置し、複数の専任教員が日本語教
育に従事しているが、神田外語大学のように同機関と学術交流を推進し、また
学術協定校である州立グアダラハラ大学（Universidad de Guadalajara, UdeG）
と共同で「日本研究センター」（Centro de Estudios Japoneses, CEJA）を開設
し、日本語および日本文化教育を実施してきた大学もある（（（）。（0（（年の「日
本人メキシコ移住（（0周年」を記念して、グアダラハラ大学日本研究センター







Ciencias Políticas y Sociales, UNAM）と国際交流基金（Japan Foundation）
の共催で18年 2 月に同学部で開催された「日本とメキシコ―日墨外交130年の
歴史」（Relaciones entre Méxcio y Japón: 130 años de historia diplomática）
がある（19）。
その他、日本とメキシコの大学・研究機関の長が一堂に会する「日墨学長会
議」がある。第 1 回会議が2011年に東京大学で、第 2 回会議は14年にグアナ






わされた（20）。第 4 回会議は19年 9 月 9 日と10日の両日、メキシコ国立自治大














































































平成（（年 （ 月 （ 日）、『日本メキシコ経済連携協定について』（関税局調査課課長補
佐・米山徹明）、『日本メキシコ経済連携協定の背景と問題点』（浜口伸明・神戸大学
経済経営研究所、東京大学社会科学研究所、地域主義比較研究プロジェクト・ワーク







関係史ノート』、（00（年（Embajada de México en Japón “Del Tratado al Tratado: 








て講演「メキシコと日本：御宿友好（00年」（México y Japón: sus vínculos de （00 







ラ大学社会人文系紀要、Koichiro Yaginuma（（0（（）Trasfondo histórico del envío 
del embajador Hasekura a España y la Nueva España en （（（（, méxico y la cuenca 







tro Universitario de Ciencias Sociales y Humanidades, CUCSH）のエクトル＝ラウ






系新キャンパス内に「日本研究センター」（Centro de Estudios Japoneses, CEJA）が
設立された。
（（（）同セミナー（（0（（年（（月 （ 日）において筆者は、“Relaciones entre México y 
Japón en la época moderna y contemporánea”（近現代における日墨関係）と題し発
表した。
（（（）第（（回ラテン・アメリカ政経学会全国大会は（0（（年（（月 （ 日から （ 日にわたって
神田外語大学を会場に開催された。
（（（）当シンポジウム（Relaciones entre México y Japón: （（0 años de historia 
diplomática）において筆者は基調講演 “Tratado de （（（（ en las relaciones bilaterales 
entre México y Japón: el contexto de la negociación”（墨日関係における（（（（年条
約：交渉の変遷と条約の意義）を行った。
（（0）第 （ 回日墨学長会議において筆者は基調講演として “México y Japón: transición y 
perspectiva de las relaciones académicas, culturales, políticas y económicas”（日墨交
流の変遷と学術文化・政治経済関係の現状と展望）を行った。






UNAM、グアダラハラ自治大学 Universidad Autónoma de Guadalajara, UAG、グア
ダラハラ大学 UDG、グアナファト大学 Universidad de Guanajuato, UG、パナメリ
カーナ大学 Universidad Panamericana, UP など）が参加したが、筆者は Session （ , 
The Future of Universities の部門において、神田外語大学の取り組みとして、“The 
Future of the Mexican and Japanese Universities” のテーマで発表した。
（（（） 詳細については、柳沼孝一郎「（0 エスパシオ・メヒカーノ★駐日メキシコ大使館
の文化活動★」、国本伊代編著『現代メキシコを知るための（0章』、明石書店、（0（（
年、（（（-（（（ページを参照されたい。
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